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　私は今回のプログラムを通じて、日本とは違う文化が醸成された歴史的な背景と、その文化における人々の価値観に触れることで、自分の将来の目標である心理士になる糧として「多様性に対する視野の広さ」をつかみとりたいと考えています。
　私は、子供の頃から周りの人の行動や特徴を観察することが好きで 「どうしてこの人はこういう行動をしたのだろう」と考えることが楽しく、考え方や行動の違いについて学べるということから、心理学に興味を持ちました。将来は公認心理士の資格を取り、人の心に寄り添う仕事に就きたいと考えています。心理士として人の心を理解するためには、その人の感じ方や考え方の背景を知ることが大切ですが、それは国や文化によって大きく異なると考えています。
　今回のプログラムでは、まずアメリカの文化が成り立った歴史的な背景を学びたいです。私は昨年、学校の課題研究で「アメリカについて好きな事を調べる」という宿題の際、心理学的な興味から日本人とアメリカ人の性格や行動原理の差について調べました。そこで、日本とアメリカの歴史の違いによって発生した人間性の違いに強い興味を持ちました。具体的には、キリスト教のプロテスタンティズムを背景とした勤勉さと合理性や、開拓時代を経て多様な民族が集まった歴史が基盤になったことで、個人の権利と自己主張を大事にする、といった点です。
　今回新たに調べたところ、ロサンゼルスの自然史博物館にある「Becoming Los Angeles」というコーナーでは、移民形成の歴史を通じた各民族の文化的貢献や社会的変化について学べることがわかり、時間が許されるならば、ぜひ訪れてみたいと思いました。またそれだけではなく、ロサンゼルス市内にあるというリトルトーキョー、チャイナタウン、オルベラ・ストリート（ヒスパニック系）といった実在する移民のコミュニティにも訪れることで、肌感覚として歴史的な背景への学びを深められると思っています。
　次に、現地の人々の生活を実際に体験することで、文化と人間性に対して理解を深めたいと考えています。ホームステイを通じて家族の一員として過ごすことで、文化や価値観の差を体感できることを楽しみにしています。例えば、食事のときの会話や休日の過ごし方、家族のルールや地域のつながり方など、日常生活の中にこそ、その国ならではの文化があると思うので、それらをホストファミリーに教えてもらうことで日本との違いを比べ、自分の考えを広げたいです。また、文化的な違いを詳しく伝えられるように、日本の文化を説明する英語の紙芝居的な資料を事前に準備することで、日本独自の習慣や考え方を英語で伝えることにも挑戦し、互いの文化を理解し合うことを楽しみたいと思います。
　また、ホームステイだけではなく、プログラムの中で予定されているリタイアメントホーム訪問や食事配給ボランティアを通じて、さまざまな文化や価値観をもつ人々と出会い、国籍や文化などの枠を越えて交流することにもチャレンジしたいと考えています。文化の違いを現地で直接体験することで、行動の背景にある価値観や心理を理解できる幅が広がると考えています。人は生まれ育った文化や環境に大きく影響を受け、その積み重ねにより人格が形成されていきます。日本の文化の中の自分を掘り下げて考えることが好きですが、今回、ロサンゼルスの文化の中で育った人々と触れ合うことで、自分とは違う価値観を学ぶことができ、今後はより多角的な視点から人を理解することができると考えています。このような経験は、将来心理士として多様な人々の心に寄り添うために必ず役立つと確信しています。
　今回のプログラムでは、歴史の成り立ちに触れ、現地の人々との交流によって文化・価値観の違いを直接実感することで、心理士に必要な「多様性に対する視野の広さ」 を育てる貴重な経験になり、自分自身の成長に繋がると信じています。そして、今後はロサンゼルスでの経験を通して得た気づきや学びを、今後の進路や将来の仕事に生かしていきたいです。
　最後に、出会いは人生の宝だと実感しています。今回の貴重な出会いを大切にし、ホームステイが終わった後も連絡を取り合えるような関係を作りたいと思っています。

